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私は，2014年4月に海生研に入所して以来，東京電
力福島第一原子力発電所事故による放射性物質が海
洋環境に与える影響について研究してきました。海生
研の退職を機に，自分にとっての2011年3月11日につ
いて振り返りました。

2011年3月11日，私は福岡市内の大学の研究室に
いました。東北で大地震が発生し，それに伴う津波に
よって生じた福島第一原子力発電所事故のことをまず
インターネットのニュースや周囲の人々の反応で知りま
した。まだ全容が分からないものの，東北地方が大変
な事態になっていると感じ，盛岡の祖母，親戚の無事
を真っ先に祈りました。そして，福島第一原子力発電所
事故がどれくらいの範囲で人類にどのような影響を及
ぼすのかも想像できず，埼玉に住む両親にも何らかの
影響が及ぶのではないかとただただ不安が募りまし
た。その日は，いつもより大学の研究室を早く退出し，
夜は翌日の3月12日から翌々日3月13日にかけて実施
する学生寮主催の地域の子供向けイベント（福岡市の
海の中道青少年海の家でのキャンプ）にむけて最終準
備をしていました。準備を終えたあとも盛岡の祖母や
親戚のことが気になってほとんど眠ることができませ
んでした。3月13日に小学生を連れて帰り，解散後，自
分の住む学生寮に戻ってきてから盛岡の祖母，親戚の

無事を確認できたのですが，東北地方の被害の様子を
テレビで見て，現実に起きているとはとても信じたくな
い光景を目の当たりにしました。

震災当時，祖母は体調が悪く，盛岡市内の病院に入
院していました。1年後の2012年の春に祖母がなくな
り，震災と直接関係はないものの，立て続けに起きた
悲しい出来事を自分の中でどうしても結び付けてしま
います。私は生まれが岩手県盛岡市で，中学1年まで
埼玉県内で育ちました。埼玉に住んでいたころは祖母
に会いに毎年夏休みや冬休みを利用して盛岡に帰って
いました。 盛岡，そして三陸海岸を含む岩手県内の
様々な場所は私にとって祖母や親戚，家族との楽しい
思い出が詰まったかけがえのない場所です。中学2年
で福岡に引っ越してからは，大学入学まで一度も盛岡
に帰ることができませんでしたが，祖母と電話や手紙

あの日，2011年3月11日を振り返って

久慈国家石油備蓄基地
初めて見学したのは，併設された水族館もぐらんぴ
あが完成した1994年でした。津波で流された地上
施設と水族館が復旧しました。

津波遺構たろう観光ホテル
4階まで津波が到達しました。

野田村の十府ヶ浦海岸
津波ですっかり様子が変わってしまいました。幼い
頃に祖母や従姉と夏休みに遊びに来て砂の彫刻を見
ました。
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で連絡を取っていました。大学に入学した2004年，祖
母がまだ元気であったときに一度だけ盛岡に帰ること
ができました。その時に岩手県内のユースホステルに
泊まりながらまだ津波の被害を受ける前の宮古や釜石
の街を歩きました。盛岡に戻ってから旅先で会った
様々な人や見たものについて祖母にたくさん話をした
のがそれほど昔のようには思えません。

震災の半年後から私の住んでいた学生寮では，寮生
たちが自発的に東北地方での短期のボランティア活動
への参加を企画し，実際に何度か宮城県の被災地に足
を運んでいました。前述のように岩手県は私にとって
出生地というだけでなく特別な場所です。そのため，
震災後，被災した東北地方，中でも岩手県の方々のた
めに私も何かできないものかと悩む日々が続きました。
しかし，それにも関わらず私は東北地方のボランティア
活動に関してはほとんど関わることができませんでし
た。当時の私は大学の博士課程に所属しており，博士
論文を書いて学位を取得するため，フィールド調査や実
験に追われていました。しかし，そのことを理由に被災
地に一度も足を向けられなかったことを今も後悔して
います。また，楽しい思い出のある三陸海岸の悲惨な
状況から目を背けたい気持ちもあったと思います。
2013年の春に無事に学位を取得したのですが，祖母
に見てもらえなかったのはとても残念でした。

学位取得後，1年ポスドクを経験したあと，2014年
の春に海生研に研究員として着任しました。ここで初
めて間接的ではありますが，私にも東北地方で被災し
た方々のために役に立てる機会が訪れました。海生研

では毎年日本全国の原子力施設等沖合の主要漁場に
おける海水，海底堆積物を採取するとともに，海産生
物を漁協等の協力を受けて収集し，それらに含まれる
放射性核種の濃度の測定結果をまとめて，全国の関係
する自治体，漁業関係機関に説明する仕事を行ってい
ます。その中で岩手県内の関係機関に訪問説明を実
施する機会があり，三陸沿岸の漁業者の方々の声を直
に聴かせていただく機会がたびたびありました。かつ
て訪れた宮古や釜石の風景がすっかり変わってしまっ
たこと，年々復興が進んできていることを直に見る機
会にも恵まれました。

海生研を離れることで取り組む研究テーマは変わり
ますし，これまでのような形で三陸の海に関わること
はできなくなります。しかし，研究という自分の力が生
かせる分野で，何らかの形でこれからも三陸の復興に
貢献したいと考えています。その際に海生研での仕事
の経験は必ず活きてくると考えています。

（池上 隆仁）

宮古駅前とラサの煙突
駅前にあったユースホステル末広館は復興作業の拠
点として利用されましたが，現在は取り壊されてい
ました。初めて利用したユースホステルで，宿泊者
達と相部屋でたくさんお話したのが懐かしいです。

1本だけ奇跡的に残った松と被災した陸前高田ユース
ホステル

朝日に照らされる釜石の街
港の方の風景が大きく変わってしまいましたが，製
鉄所の煙からこの街の力強さを感じます。


	news153.pdf
	エッセイ–潮だまり
	あの日，2011年3月11日を振り返って





